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本
会
顧
問
の
貝
塚
茂
樹
博
士
は
、
昭
和
六
十
二
年
二
月
九
日
午
後
四
時
二

十
分
、
急
性
心
筋
梗
塞
の
た
め
京
都
市
左
京
区
の
病
院
で
逝
去
さ
れ
た
。
享

年
八
十
二
歳
。
こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
捧
げ
る
。

博
土
は
明
治
三
十
七
年
五
月
一
目
、
地
質
学
者
の
故
小
川
琢
治
博
士
の
次

男
と
し
て
東
京
で
誕
生
さ
れ
た
。
長
兄
が
工
学
者
の
故
小
川
芳
樹
博
士
、
次

弟
が
物
理
学
者
の
故
湯
川
秀
樹
博
士
、
末
弟
が
中
国
文
学
者
の
小
川
環
樹
博

士
と
い
う
学
者
一
家
で
あ
っ
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
明

治
四
十
一
年
に
京
都
に
移
住
さ
れ
、
京
都
府
立
一
中
か
ら
第
三
高
等
学
校
文

科
丙
類
を
経
て
昭
和
三
年
に
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
史
学
科
を
卒
業
、
同
七

年
に
東
方
文
化
学
院
京
都
研
究
所
（
の
ち
東
方
文
化
研
究
所
）
研
究
員
と
な

っ
て
中
国
古
代
史
の
研
究
に
従
事
さ
れ
た
。
昭
和
二
十
三
年
に
同
研
究
所
が

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
に
改
組
さ
れ
る
に
伴
っ
て
同
研
究
所
研
究
員
と

な
り
、
翌
二
十
四
年
四
月
に
京
都
大
学
教
授
に
補
せ
ら
れ
た
後
、
同
年
十
月

か
ら
六
年
間
同
研
究
所
長
の
職
に
つ
か
れ
、
昭
和
四
十
三
年
停
年
退
官
さ
れ

て
京
都
大
学
名
誉
教
授
と
な
ら
れ
た
。

そ
の
問
、
博
士
は
中
国
古
代
史
の
研
究
に
よ
っ
て
昭
和
二
十
二
年
度
の
朝

日
文
化
賞
を
、
ま
た
著
書
『
諸
子
百
家
』
で
昭
和
三
十
七
年
度
の
毎
日
出
版

文
化
賞
を
受
賞
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
昭
和
五
十
一
年
に
は
文
化
功
労
者
に

選
ば
れ
、
五
十
九
年
に
は
文
化
勲
賞
を
受
賞
さ
れ
た
。
な
お
五
十
九
年
か
ら

は
京
都
市
名
誉
市
民
で
あ
っ
た
。

博
士
の
多
方
面
に
わ
た
る
多
大
な
功
績
に
つ
い
て
は
到
底
語
り
尽
く
せ
る

も
の
で
は
な
い
の
で
、
博
士
の
現
役
時
代
最
後
の
助
手
を
つ
と
め
た
立
場
か

ら
想
い
出
を
述
べ
て
遺
徳
を
偲
ぶ
こ
と
に
す
る
。

昭
和
三
十
七
年
に
人
文
研
に
入
っ
て
仰
せ
つ
か
っ
た
仕
事
は
、
数
年
前
に

出
版
さ
れ
た
巨
冊
『
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
蔵
甲
骨
文
字
』
の
索
引
の

作
成
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
人
文
研
に
所
蔵
す
る
三
千
数
百
片
の
甲
骨

文
字
の
た
だ
単
な
る
索
引
で
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
博
士
の
方
針
に
よ

り
、
既
刊
の
字
書
で
あ
る
孫
海
波
の
『
甲
骨
文
編
』
と
金
群
怪
の
『
続
甲
骨

文
編
』
を
も
網
羅
し
、
未
釈
の
文
字
も
可
能
な
か
ぎ
り
近
似
す
る
部
首
に
附

載
し
て
新
し
い
甲
骨
文
字
の
字
書
を
目
ざ
し
た
意
欲
的
な
出
版
で
あ
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
未
完
成
な
が
ら
基
本
カ
l
ド
と
、
そ
れ
を
あ
ら
ま
し
配
列
し
た

原
稿
は
で
き
て
い
た
の
で
、
作
業
は
甲
骨
の
実
物
に
当
た
っ
て
点
検
す
る
こ

と
か
ら
着
手
し
た
。
甲
骨
の
大
部
分
は
小
さ
な
断
片
で
あ
る
。
は
じ
め
て
甲
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骨
の
実
物
を
手
に
し
て
先
ず
感
じ
た
こ
と
は
、
博
士
が
昭
和
十
年
代
、
当
時

わ
が
国
で
た
だ
一
人
こ
の
小
さ
な
断
片
に
注
目
し
、
語
る
師
も
友
も
な
い
中

で
研
究
に
沈
潜
し
て
、
つ
い
に
股
代
史
を
再
構
成
さ
れ
る
に
至
っ
た
根
気
と

努
力
で
あ
る
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
執
念
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

博
士
の
往
時
の
姿
を
想
像
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
の
し
た
こ
と
を
今
で

も
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
る
。
点
検
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
が
二
つ
あ
る
。

一
つ
は
出
土
資
料
の
有
す
る
史
料
的
価
値
の
大
き
ざ
で
あ
る
。
博
士
の
大
著

『
中
国
古
代
史
学
の
発
展
』
に
よ
っ
て
知
っ
て
は
い
た
が
、
実
感
と
し
て
は

じ
め
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
他
の
一
つ
は
拓
本
と
実
物
と
の
間
の
大

き
な
相
違
で
あ
る
。
如
何
に
精
拓
で
あ
っ
て
も
細
部
ま
で
完
全
に
写
し
と
っ

て
い
な
い
と
い
う
発
見
は
、
従
来
拓
本
し
か
見
て
い
な
か
っ
た
だ
け
に
驚
き

で
あ
っ
た
。
博
士
の
創
始
開
拓
せ
ら
れ
た
甲
骨
学
を
継
承
し
て
更
に
新
段
階

へ
と
進
め
ら
れ
た
伊
藤
道
治
教
授
や
松
丸
道
雄
教
授
ら
が
、
甲
骨
資
料
に
は

拓
本
の
み
な
ら
ず
写
真
を
附
し
て
お
ら
れ
る
の
は
、
極
め
て
当
然
で
あ
る
。

出
土
資
料
は
必
ず
実
物
に
当
た
る
、
こ
れ
が
学
ん
だ
第
二
の
点
で
あ
る
。
不

肖
に
し
て
甲
骨
学
の
道
に
は
進
ま
な
か
っ
た
が
、
こ
の
二
つ
は
私
の
今
日
の

筒
臓
研
究
の
基
本
と
な
っ
て
お
り
、
勉
強
の
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
博
土

に
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
索
引
原
稿
に
疑
問
な
い
し
問
題
点
を
附
し

て
博
士
の
も
と
に
提
出
し
た
の
は
三
十
八
年
の
秋
ご
ろ
だ
っ
た
と
記
憶
し
て

い
る
。
し
か
し
博
士
は
当
時
、
日
本
学
術
会
議
会
員
で
学
術
交
流
委
員
会
委

員
長
、
ユ
ネ
ス
コ
園
内
委
員
会
委
員
、
財
団
法
人
東
方
学
会
理
事
等
々
の
職

に
つ
か
れ
、
わ
が
国
の
学
術
の
発
展
や
国
際
交
流
の
推
進
に
力
を
尽
く
さ
れ

て
多
忙
で
あ
り
、
出
版
に
着
手
し
た
の
は
退
官
直
前
の
四
十
二
年
秋
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
本
書
の
性
質
上
、
手
書
き
し
た
も
の
を
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
す
る

と
い
う
面
倒
な
方
法
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
全
甲
骨
文
字
を
浄
書
さ
れ
た
美

代
夫
人
を
は
じ
め
多
く
の
人
の
応
援
を
得
て
、
か
ろ
う
じ
て
退
官
に
間
に
合

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
忘
れ
ら
れ
な
い
想
い
出
で
あ
る
。

甲
骨
文
や
金
文
の
研
究
と
並
行
し
て
博
士
の
主
要
な
研
究
課
題
は
、
比
較

史
的
視
点
に
立
っ
た
中
国
古
代
都
市
国
家
の
研
究
で
あ
っ
た
。
昭
和
三
十
八

年
か
ら
三
年
間
、
こ
の
題
目
で
京
大
文
学
部
に
お
い
て
講
義
を
さ
れ
た
折
に

聴
講
し
た
こ
と
が
あ
る
。
博
士
の
講
義
は
、
後
半
に
な
る
と
板
書
に
熱
中
さ

れ
、
時
聞
が
き
て
話
は
し
り
切
れ
と
ん
ぼ
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
研
究
所
で

の
座
談
を
交
え
た
共
同
研
究
会
の
面
白
さ
と
は
対
照
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が

『
中
国
の
古
代
国
家
』
（
著
作
集
第
一
巻
）
と
し
て
出
版
さ
れ
る
と
、
達
意

の
文
章
で
展
開
さ
れ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
古
代
都
市
国
家
論
の
面
白
さ
に
思
わ
ず

目
を
見
は
っ
た
も
の
で
あ
る
。
博
士
の
平
明
な
文
章
に
は
定
評
が
あ
っ
た
。

し
か
し
文
章
表
現
に
苦
心
さ
れ
た
こ
と
は
博
士
自
身
の
口
か
ら
も
聞
い
た
し
、

ま
た
実
際
に
一
度
博
士
の
原
稿
を
浄
書
し
た
と
き
、
原
稿
が
真
っ
黒
で
文
章

が
辿
れ
ず
途
方
に
暮
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
博
士
が
中
国
古
代
史
研
究
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て
広
い
層
の
多
く

の
読
者
を
引
き
つ
け
ら
れ
た
裏
に
は
、
そ
の
学
識
の
深
さ
と
広
さ
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
こ
う
し
た
不
断
の
努
力
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

法
名
を
勧
学
院
蒼
空
樹
泉
博
道
居
士
と
い
う
。
合
掌
。
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